
(57)【要約】

外科用クリップ（１０）は、第１及び第２アーム（１２

、１４）及びそれらの間のブリッジ部（１６）を備えた

Ｕ字形状を有する。第１アーム（１２）は、好ましくは

掴み部（２８、２９）を備えた先端（２４）を有し、第

２アーム（１４）は延びて、組織貫通端部（２４）及び

好ましくはフック（３０）を備えた変形可能な保持部（

２２）になる。取付け中は、組織が把持され、クリップ

は把持された組織の上に押付けられ、第２アームの保持

部が曲げられて組織を貫通することができる。保持部は

、好ましくはフックが掴み部に係合するまで、第１アー

ムの先端に向かいその先端まで又は先端に隣接するまで

曲げられ、それによりクリップが組織に固定されて組織

からのクリップの分離が防止される。クリップは、クリ

ップ取付器のクリップチャンバー内に複数のクリップを

積重ねることを容易にする構造を有する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 先 端 及 び 第 １ の 対 向 端 部 を 有 す る 第 １ ア ー ム 部 と 、
　 ｂ ） 第 ２ ア ー ム 部 で あ っ て 、 該 第 ２ ア ー ム 部 か ら 延 び る 保 持 部 及 び 第 ２ の 対 向 端 部 を 有
し 、 該 保 持 部 は 変 形 可 能 に 曲 げ ら れ る こ と が で き て 組 織 貫 通 先 端 を 有 す る 、 第 ２ ア ー ム 部
と 、
　 ｃ ） 前 記 第 １ の 対 向 端 部 と 前 記 第 ２ の 対 向 端 部 と を 接 続 す る ブ リ ッ ジ 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 、 前 記 第 ２ ア ー ム 部 及 び 前 記 ブ リ ッ ジ 部 は 略 Ｕ 字 形 状 を 形 成 し 、 前 記
保 持 部 は 、 前 記 第 １ ア ー ム 部 の 方 向 に 、 該 第 １ ア ー ム 部 の 前 記 先 端 の 辺 り ま で 又 は 該 先 端
に 隣 接 す る ま で 塑 性 変 形 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 、 前 記 第 ２ ア ー ム 部 及 び 前 記 ブ リ ッ ジ 部 が 実 質 的 に 堅 い 、 請 求 項 １ に
記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 チ タ ン 又 は チ タ ン 合 金 か ら 作 製 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ス テ ン レ ス 鋼 、 タ ン タ ル 、 プ ラ チ ナ 、 放 射 線 不 透 過 性 材 料 、 ニ ッ ケ ル － チ タ ン 合 金 、 マ
ル テ ン サ イ ト 合 金 及 び プ ラ ス チ ッ ク の １ つ か ら 作 製 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 ク リ
ッ プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ａ ） フ ッ ク 部 及 び 掴 み 部 の 一 方 を 備 え た 先 端 並 び に 第 １ の 対 向 端 部 を 有 す る 第 １ ア ー ム
部 と 、
　 ｂ ） 第 ２ ア ー ム 部 で あ っ て 、 該 第 ２ ア ー ム 部 か ら 延 び る 保 持 部 及 び 第 ２ の 対 向 端 部 を 有
し 、 該 保 持 部 は 塑 性 変 形 可 能 で あ っ て 前 記 フ ッ ク 部 及 び 前 記 掴 み 部 の 他 方 を 有 す る 、 第 ２
ア ー ム 部 と 、
　 ｃ ） 前 記 第 １ の 対 向 端 部 と 前 記 第 ２ の 対 向 端 部 と を 接 続 す る ブ リ ッ ジ 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 、 前 記 第 ２ ア ー ム 部 及 び 前 記 ブ リ ッ ジ 部 が 略 Ｕ 字 形 状 を 形 成 す る 、 外
科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 保 持 部 は 、 変 形 し て い な い 状 態 に お い て 、 前 記 第 １ ア ー ム 部 に 実 質 的 平 行 に 延 び る
、 請 求 項 ５ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 フ ッ ク 部 及 び 前 記 掴 み 部 の 前 記 他 方 は 、 前 記 保 持 部 が 変 形 可 能 に 曲 げ ら れ た と き に
、 前 記 フ ッ ク 部 及 び 前 記 掴 み 部 の 前 記 一 方 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載
の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 、 前 記 第 ２ ア ー ム 部 及 び 前 記 ブ リ ッ ジ 部 が 実 質 的 に 堅 い 、 請 求 項 ５ に
記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ａ ） 先 端 及 び 第 １ の 対 向 端 部 を 有 す る 第 １ ア ー ム 部 と 、
　 ｂ ） 第 ２ ア ー ム 部 で あ っ て 、 該 第 ２ ア ー ム 部 か ら 延 び る 保 持 部 及 び 第 ２ の 対 向 端 部 を 有
し 、 該 保 持 部 は 変 形 可 能 に 曲 げ ら れ る こ と が で き て 先 端 部 を 有 す る 、 第 ２ ア ー ム 部 と 、
　 ｃ ） 前 記 第 １ の 対 向 端 部 と 前 記 第 ２ の 対 向 端 部 と を 接 続 す る ブ リ ッ ジ 部 と 、 を 有 す る 外
科 用 ク リ ッ プ で あ っ て 、
　 前 記 外 科 用 ク リ ッ プ は 第 １ の 元 形 状 及 び 第 ２ の 使 用 形 状 を 有 し 、 前 記 第 １ の 元 形 状 に お
い て は 、 前 記 保 持 部 が 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム 部 の 双 方 に 実 質 的 平 行 に 延 び 、 前 記 第 ２ の
使 用 形 状 に お い て は 、 前 記 保 持 部 の 前 記 先 端 部 が 前 記 第 １ ア ー ム 部 の 前 記 先 端 の 辺 り ま で
又 は 該 先 端 に 隣 接 す る ま で 曲 げ ら れ る 、 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム 部 が そ れ ぞ れ 実 質 的 に 堅 い 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 外
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科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム 部 が 互 い に 実 質 的 平 行 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の
外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 先 端 部 が 組 織 を 貫 通 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ａ ） 先 端 及 び 第 １ の 対 向 端 部 を 有 す る 比 較 的 堅 い 第 １ ア ー ム 部 と 、
　 ｂ ） 変 形 部 及 び 第 ２ の 対 向 端 部 を 有 す る 比 較 的 堅 い 第 ２ ア ー ム 部 と 、
　 ｃ ） 前 記 変 形 部 か ら 延 び る よ う に 設 け ら れ た 塑 性 変 形 可 能 な 保 持 部 と 、
　 ｄ ） 前 記 第 １ の 対 向 端 部 と 前 記 第 ２ の 対 向 端 部 と を 接 続 す る 比 較 的 堅 い ブ リ ッ ジ 部 と 、
を 有 し 、
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 、 前 記 第 ２ ア ー ム 部 及 び 前 記 ブ リ ッ ジ 部 が 協 働 し て 略 Ｕ 字 形 状 を 形 成
す る 、 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 チ タ ン 又 は チ タ ン 合 金 の 単 一 部 材 か ら 作 製 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ス テ ン レ ス 鋼 、 タ ン タ ル 、 プ ラ チ ナ 、 放 射 線 不 透 過 性 材 料 、 ニ ッ ケ ル － チ タ ン 合 金 、 マ
ル テ ン サ イ ト 合 金 及 び プ ラ ス チ ッ ク の １ つ か ら 作 製 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 外 科 用 ク
リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 保 持 部 が 、 前 記 第 １ ア ー ム 部 の 外 側 と 前 記 第 ２ ア ー ム 部 の 外 側 と の 間 の 寸 法 の 実 質
的 ０ ． ７ 倍 ～ ２ 倍 の 長 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ａ ） 先 端 及 び 第 １ の 対 向 端 部 を 有 す る 第 １ ア ー ム 部 と 、
　 ｂ ） 保 持 部 及 び 第 ２ の 対 向 端 部 を 有 す る 第 ２ ア ー ム 部 と 、
　 ｃ ） 前 記 第 １ の 対 向 端 部 と 前 記 第 ２ の 対 向 端 部 と を 接 続 す る ブ リ ッ ジ 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 と 前 記 ブ リ ッ ジ 部 と の 接 合 部 に ノ ッ チ が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ ア ー ム 部
の 外 側 に 沿 っ て 細 長 い 凹 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ ア ー ム 部 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム 部 の 各 々 の
内 側 部 分 が 、 前 記 ブ リ ッ ジ 部 の 外 側 部 分 に 対 応 す る 形 状 を 有 す る 、 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 凹 部 が 前 記 第 ２ ア ー ム 部 の 中 央 部 と 前 記 保 持 部 と の 間 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ ７ に
記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 凹 部 が 前 記 ブ リ ッ ジ 部 に 隣 接 す る よ う に 設 け ら れ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 外 科 用 ク
リ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 外 科 用 ク リ ッ プ を 有 す る 外 科 用 ク リ ッ プ 配 列 で あ っ て 、
　 ａ ） 前 記 第 １ の 外 科 用 ク リ ッ プ は 、
　 　 ｉ ） 先 端 及 び 第 １ の 対 向 端 部 を 有 す る 第 １ ア ー ム 部 と 、
　 　 ii） 第 ２ ア ー ム 部 で あ っ て 、 該 第 ２ ア ー ム 部 か ら 延 び る 保 持 部 及 び 第 ２ の 対 向 端 部 を
有 す る 、 第 ２ ア ー ム 部 と 、
　 　 iii） 前 記 第 １ の 対 向 端 部 と 前 記 第 ２ の 対 向 端 部 と を 接 続 す る ブ リ ッ ジ 部 と 、 を 有 し
、
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 と 前 記 ブ リ ッ ジ 部 と の 接 合 部 に ノ ッ チ が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ ア ー ム 部
の 外 側 に 沿 っ て 細 長 い 凹 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ ア ー ム 部 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム 部 の 各 々 の
内 側 部 分 が 、 前 記 ブ リ ッ ジ 部 の 外 側 部 分 に 対 応 す る 形 状 を 有 し 、
　 ｂ ） 前 記 第 ２ の 外 科 用 ク リ ッ プ 及 び 前 記 第 ３ の 外 科 用 ク リ ッ プ は 前 記 第 １ の 外 科 用 ク リ
ッ プ と 実 質 的 に 同 様 で あ り 、
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　 前 記 第 １ の 外 科 用 ク リ ッ プ は 前 記 第 ２ の 外 科 用 ク リ ッ プ の 上 に 積 重 ね ら れ 、 該 第 ２ の 外
科 用 ク リ ッ プ は 前 記 第 ３ の 外 科 用 ク リ ッ プ の 上 に 積 重 ね ら れ 、 前 記 第 １ の 外 科 用 ク リ ッ プ
の 前 記 ノ ッ チ は 前 記 第 ２ の 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 １ ア ー ム の 先 端 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ
、 前 記 第 １ の 外 科 用 ク リ ッ プ の 前 記 凹 部 は 前 記 第 ２ の 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 ２ ア ー ム の 保 持
部 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム の 内 側 部
分 は 、 前 記 第 ２ の 外 科 用 ク リ ッ プ の ブ リ ッ ジ 部 の 外 側 部 分 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ る 、
外 科 用 ク リ ッ プ 配 列 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 ａ ） 第 １ ア ー ム 部 と 、
　 ｂ ） 第 ２ ア ー ム 部 と 、
　 ｃ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム 部 の 少 な く と も 一 方 の 上 に 配 置 さ れ て そ こ か ら 延 び る 複 数
の 保 持 部 と 、
　 ｄ ） 第 １ の 対 向 端 部 と 第 ２ の 対 向 端 部 と を 接 続 す る ブ リ ッ ジ 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ ア ー ム 部 、 前 記 第 ２ ア ー ム 部 及 び 前 記 ブ リ ッ ジ 部 は 、 協 働 し て 略 Ｕ 字 形 状 を 形
成 す る と と も に 比 較 的 堅 く 、 前 記 複 数 の 保 持 部 は 塑 性 変 形 可 能 に 構 成 さ れ る 、 外 科 用 ク リ
ッ プ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ｅ ） 前 記 第 １ ア ー ム 部 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム 部 の 少 な く と も 一 方 の 上 に 配 置 さ れ て 、 前 記
複 数 の 保 持 部 の 少 な く と も １ つ に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 掴 み 部 、
を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 複 数 の 保 持 部 の 少 な く と も １ つ が 前 記 第 １ ア ー ム 部 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム 部 の 各 々 の
上 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 外 科 用 ク リ ッ プ を 組 織 に 取 付 け る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ）
　 　 ｉ ） 先 端 及 び 第 １ の 対 向 端 部 を 有 す る 第 １ ア ー ム 部 と 、
　 　 ii） 保 持 部 及 び 第 ２ の 対 向 端 部 を 有 す る 第 ２ ア ー ム 部 で あ っ て 、 該 保 持 部 は 該 第 ２ ア
ー ム 部 か ら 該 第 ２ ア ー ム 部 と 実 質 的 に 同 じ 方 向 に 延 び る 、 第 ２ ア ー ム 部 と 、
　 　 iii） 前 記 第 １ の 対 向 端 部 と 前 記 第 ２ の 対 向 端 部 と を 接 続 す る ブ リ ッ ジ 部 と 、 を 有 す
る 外 科 用 ク リ ッ プ を 用 意 す る こ と と 、
　 ｂ ） 前 記 第 １ ア ー ム 部 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム 部 を 組 織 に 配 置 す る こ と と 、
　 ｃ ） 前 記 第 １ ア ー ム 部 の 前 記 先 端 に 前 記 保 持 部 を 折 り 重 ね る こ と と 、
を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 ｄ ） 前 記 第 １ ア ー ム 部 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム 部 を 組 織 に 配 置 す る 前 に 前 記 組 織 を 圧 縮 す る
こ と 、
を さ ら に 有 す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 ｅ ） 前 記 組 織 の 圧 縮 を 実 行 す る た め の ク リ ッ プ 取 付 装 置 を 用 意 す る こ と 、
を さ ら に 有 す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 ｄ ） 前 記 保 持 器 に よ り 前 記 組 織 を 貫 通 す る こ と 、
を さ ら に 有 す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 組 織 が 管 状 で な い 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 保 持 部 を 折 り 重 ね る こ と が 、 前 記 保 持 部 を 変 形 可 能 に 約 １ ８ ０ ° 曲 げ る こ と を 含 む
、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
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　 ａ ） ク リ ッ プ 収 容 チ ャ ン バ ー と 、
　 ｂ ） 前 記 チ ャ ン バ ー 内 の 少 な く と も １ つ の ク リ ッ プ で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の ク
リ ッ プ の 各 々 は 互 い に 実 質 的 平 行 に 延 び る 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム を 有 し 、 該 第 １ 及 び 第 ２ ア
ー ム は １ つ の 端 部 に て 互 い に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ ア ー ム は 該 第 ２ ア ー ム か ら 延 び る 保 持 要
素 を 有 し 、 該 保 持 要 素 は 前 記 第 ２ ア ー ム に 実 質 的 に 整 合 さ れ る と と も に 前 記 第 １ ア ー ム を
越 え て 延 び る 、 ク リ ッ プ と 、
　 ｃ ） ク リ ッ プ の ア ー ム の １ つ を 少 な く と も 部 分 的 に 受 容 す る 大 き さ の 溝 を 備 え た 第 １ 及
び 第 ２ の 爪 を 有 し 、 該 第 ２ の 爪 は 末 端 ア ン ビ ル を 有 し 、 前 記 第 １ の 爪 及 び 前 記 第 ２ の 爪 の
少 な く と も 一 方 は 開 位 置 と 閉 位 置 と の 間 を 他 方 に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 、 端 部 作 動 器 組 立
体 と 、
　 ｄ ） 前 記 開 位 置 と 前 記 閉 位 置 と の 間 で 前 記 爪 を 回 転 さ せ る た め の 作 動 手 段 と 、
　 ｅ ） 前 記 第 １ の 爪 及 び 前 記 第 ２ の 爪 が 前 記 閉 位 置 に あ る と き に ク リ ッ プ を 前 記 チ ャ ン バ
ー か ら 複 数 の 前 記 爪 を 通 し て 推 進 さ せ る と と も に 、 前 記 保 持 要 素 を 前 記 ア ン ビ ル に 対 し て
押 付 け て 該 保 持 要 素 を 塑 性 変 形 さ せ る た め の 推 進 手 段 と 、
を 有 す る 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 ア ン ビ ル は 、 前 記 保 持 要 素 が 前 記 第 １ ア ー ム の 方 向 に 曲 が る よ う に 塑 性 変 形 さ せ る
よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 ア ン ビ ル は 、 前 記 保 持 要 素 を 前 記 第 １ ア ー ム の 辺 り ま で 曲 が る よ う に 塑 性 変 形 さ せ
る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 チ ャ ン バ ー が 、 積 重 ね ら れ た 状 態 の 複 数 の ク リ ッ プ を 有 す る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の
外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 ク リ ッ プ の う ち 最 も 端 の ク リ ッ プ が 配 置 さ れ た 後 に 、 前 記 積 重 ね ら れ た 状 態 の 残 り
の ク リ ッ プ を 引 き 戻 す た め の 手 段 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取
付 器 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 ク リ ッ プ の 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム は 、 前 記 推 進 手 段 に よ り 複 数 の 前 記 爪 を 通 っ て 推 進
さ せ ら れ る 間 、 互 い に 実 質 的 平 行 に 維 持 さ れ る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付
器 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 推 進 手 段 が 、 前 記 チ ャ ン バ ー に 対 し て 長 手 方 向 に 移 動 可 能 な プ ッ シ ュ ワ イ ヤ 、 コ イ
ル 及 び チ ュ ー ブ の い ず れ か １ つ に 接 続 さ れ る ア ー ム を 有 す る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 外 科 用
ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 可 撓 性 の 管 状 部 材 を さ ら に 有 し 、 前 記 作 動 手 段 は 、 ハ ン ド ル 及 び 該 ハ ン ド ル か ら 前 記 端
部 作 動 器 組 立 体 に 延 び る 制 御 要 素 を 有 し 、 前 記 管 状 部 材 は 、 該 制 御 要 素 の 上 方 で あ っ て 前
記 ハ ン ド ル と 前 記 端 部 作 動 器 組 立 体 と の 間 を 延 び る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ
取 付 器 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 端 部 作 動 器 組 立 体 の 前 記 第 １ の 爪 が 末 端 ア ン ビ ル を 有 す る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 外
科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 第 １ ア ー ム が 、 該 第 １ ア ー ム か ら 延 び る 保 持 要 素 を 有 す る 、 請 求 項
３ ８ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 互 い に 平 行 に 延 び る 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム を 備 え た 少 な く と も １ つ の 実 質 的 Ｕ 字 形 状 の ク
リ ッ プ に 使 用 さ れ る 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ ア ー ム 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム
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の 一 方 の 端 部 は 互 い に 接 続 さ れ 、 他 方 の 端 部 は 未 接 続 で あ り 、
　 前 記 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 は 、
　 ａ ） 基 端 部 及 び 末 端 部 を 備 え た 細 長 い 可 撓 性 の シ ャ フ ト と 、
　 ｂ ） 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 基 端 部 に あ り 、 複 数 の ク リ ッ プ を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ た ク
リ ッ プ 収 容 チ ャ ン バ ー と 、
　 ｃ ） ク リ ッ プ の 複 数 の ア ー ム の １ つ を 少 な く と も 部 分 的 に 受 容 す る 大 き さ の 溝 を 備 え た
第 １ 及 び 第 ２ の 爪 を 有 し 、 該 第 ２ の 爪 は 末 端 ア ン ビ ル を 有 し 、 前 記 第 １ の 爪 及 び 前 記 第 ２
の 爪 の 少 な く と も 一 方 は 開 位 置 と 閉 位 置 と の 間 を 他 方 に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 、 端 部 作 動
器 組 立 体 と 、
　 ｄ ） 前 記 開 位 置 と 前 記 閉 位 置 と の 間 で 前 記 爪 を 回 転 さ せ る た め の 作 動 手 段 と 、
　 ｅ ） 前 記 第 １ の 爪 及 び 前 記 第 ２ の 爪 が 前 記 閉 位 置 に あ る と き に ク リ ッ プ を 前 記 チ ャ ン バ
ー か ら 複 数 の 前 記 爪 を 通 し て 推 進 さ せ る と と も に 、 ク リ ッ プ の 前 記 複 数 の ア ー ム の 一 方 の
未 接 続 の 端 部 を 前 記 ア ン ビ ル に 対 向 さ せ て 該 未 接 続 の 端 部 を 塑 性 変 形 さ せ る た め の ク リ ッ
プ 制 御 手 段 と 、
　 ｆ ） 前 記 ク リ ッ プ の う ち 最 も 端 の ク リ ッ プ が 配 置 さ れ た 後 に 、 積 重 ね ら れ た 状 態 の 残 り
の ク リ ッ プ を 引 き 戻 す た め の 手 段 と 、
を 有 す る 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 チ ャ ン バ ー が 、 積 重 ね ら れ た 状 態 の 複 数 の ク リ ッ プ を 有 す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の
外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 端 部 作 動 器 組 立 体 の 前 記 第 １ の 爪 が 末 端 ア ン ビ ル を 有 す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 外
科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 ａ ） 基 端 部 及 び 末 端 部 を 備 え 、 長 手 方 向 軸 を 規 定 す る 外 側 管 状 部 材 と 、
　 ｂ ） 基 端 部 、 及 び ク リ ッ プ 押 付 け 部 を 規 定 す る 末 端 部 を 有 し 、 前 記 管 状 部 材 を 通 っ て 延
び る ク リ ッ プ 推 進 要 素 と 、
　 ｃ ） 前 記 管 状 部 材 の 前 記 末 端 部 に 配 置 さ れ た 爪 取 付 け 部 と 、
　 ｄ ） 前 記 爪 取 付 け 部 に 取 付 け ら れ る 第 １ 及 び 第 ２ の 爪 で あ っ て 、 該 第 １ 及 び 第 ２ の 爪 の
少 な く と も 一 方 は 前 記 爪 取 付 け 部 上 で 他 方 の 爪 に 対 し て 回 転 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 １ の 爪 は 前 記 第 ２ の 爪 に 向 か う 湾 曲 し た 末 端 ア ン ビ ル 及 び 第 １ の 把 持 面 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 爪 及 び 前 記 第 ２ の 爪 の 少 な く と も 一 方 は 長 手 方 向 に 延 び る ク リ ッ プ 案 内 溝 を
有 し 、 該 ク リ ッ プ 案 内 溝 は 、 該 ク リ ッ プ 案 内 溝 を 有 す る 爪 の 把 持 面 に 対 し て 凹 ん で い る 、
第 １ 及 び 第 ２ の 爪 と 、
　 ｅ ） 基 端 部 、 及 び 少 な く と も １ つ の 前 記 爪 に 接 続 さ れ る 末 端 部 を 備 え 、 前 記 管 状 部 材 内
を 延 び る 少 な く と も １ つ の 可 撓 性 の 制 御 要 素 と 、
　 ｆ ） 前 記 管 状 部 材 、 前 記 ク リ ッ プ 推 進 要 素 、 及 び 前 記 少 な く と も １ つ の 制 御 要 素 の 前 記
基 端 部 に 接 続 さ れ る と と も に 、
　 　 （ ｉ ） 前 記 ク リ ッ プ 推 進 要 素 を 前 記 管 状 部 材 に 対 し て 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 　 （ ii） 複 数 の 前 記 爪 が 把 持 動 作 を す る よ う に 前 記 少 な く と も １ つ の 制 御 要 素 を 前 記 管
状 部 材 に 対 し て 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 、 ハ ン ド ル 組 立 体 と 、
を 有 す る 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 第 １ の 爪 は 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ の ク リ ッ プ 案 内 溝 を 有 し 、 該 第 １ の ク リ ッ プ 案 内
溝 は 前 記 第 １ の 把 持 面 に 対 し て 凹 ん で お り 、 前 記 末 端 ア ン ビ ル は 前 記 第 １ の ク リ ッ プ 案 内
溝 に 対 し て 湾 曲 し 、 前 記 第 ２ の 爪 は 長 手 方 向 に 延 び る 第 ２ の ク リ ッ プ 案 内 溝 を 有 し 、 該 第
２ の ク リ ッ プ 案 内 溝 は 第 ２ の 把 持 面 に 対 し て 凹 ん で い る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 外 科 用 ク リ
ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 少 な く と も １ つ の 外 科 用 ク リ ッ プ を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ る ク リ ッ プ チ ャ ン バ ー を さ
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ら に 有 し 、 前 記 ク リ ッ プ 押 付 け 部 は 、 前 記 チ ャ ン バ ー 内 を 延 び る と と も に 、 ク リ ッ プ を 前
記 ク リ ッ プ チ ャ ン バ ー 内 か ら 前 記 第 １ の 爪 と 前 記 第 ２ の 爪 と の 間 の 前 記 第 １ の ク リ ッ プ 案
内 溝 及 び 前 記 第 ２ の ク リ ッ プ 案 内 溝 の 中 に 推 進 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ４ ４ に 記 載
の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 ク リ ッ プ チ ャ ン バ ー 内 に 少 な く と も １ つ の ク リ ッ プ を さ ら に 有 し 、 該 ク リ ッ プ は 、
互 い に 協 働 し て 略 Ｕ 字 形 状 の 構 造 体 を 構 成 す る 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム 並 び に 該 第 １ 及 び 第 ２
ア ー ム の 間 の ブ リ ッ ジ 部 を 有 し 、 前 記 第 １ ア ー ム は 変 形 可 能 な 保 持 部 内 に 延 び 、
　 前 記 ク リ ッ プ 押 付 け 部 が 推 進 さ れ た と き に 、 前 記 少 な く と も １ つ の ク リ ッ プ の １ つ が 有
す る 前 記 第 １ ア ー ム 及 び 前 記 第 ２ ア ー ム は 前 記 第 １ の ク リ ッ プ 案 内 溝 及 び 前 記 第 ２ の ク リ
ッ プ 案 内 溝 を 通 っ て 動 か さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の ク リ ッ プ の １ つ の 前 記 変 形 可 能 な 保
持 部 は 前 記 末 端 ア ン ビ ル に よ っ て 前 記 第 ２ ア ー ム に 向 け て 曲 げ ら れ る 、 請 求 項 ４ ５ に 記 載
の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の ク リ ッ プ が 複 数 の ク リ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 外 科 用 ク
リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 基 端 部 に 配 置 さ れ た ク リ ッ プ が 引 き 戻 さ れ た と き に 該 ク リ ッ プ が 末 端 部 に 配 置 さ れ た ク
リ ッ プ を 後 方 に 引 く よ う に 前 記 複 数 の ク リ ッ プ の 各 々 が 連 結 さ れ る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の
外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 第 １ の 把 持 面 が 前 記 第 １ の ク リ ッ プ 案 内 溝 に よ り 分 離 さ れ た ２ つ の 面 を 有 し 、 前 記
第 ２ の 把 持 面 が 前 記 第 ２ の ク リ ッ プ 案 内 溝 に よ り 分 離 さ れ た ２ つ の 面 を 有 す る 、 請 求 項 ４
４ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 第 １ の 把 持 面 及 び 前 記 第 ２ の 把 持 面 が 複 数 の 歯 を 有 す る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 外 科
用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 歯 が 基 端 部 方 向 に 向 け ら れ る 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 管 状 部 材 が 、 可 撓 性 を 有 す る と と も に 内 視 鏡 の 腔 内 を 通 っ て 受 容 さ れ る 大 き さ で あ
る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 ａ ） 基 端 部 及 び 末 端 部 を 備 え た 可 撓 性 の シ ャ フ ト と 、
　 ｂ ） 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 末 端 部 に 存 す る 、 複 数 の ク リ ッ プ を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ た
ク リ ッ プ 収 容 チ ャ ン バ ー と 、
　 ｃ ） ク リ ッ プ の ア ー ム の １ つ を 少 な く と も 部 分 的 に 受 容 す る 大 き さ の 溝 を 各 々 備 え た 第
１ 及 び 第 ２ の 爪 を 有 し 、 該 第 ２ の 爪 は 末 端 ア ン ビ ル を 有 し 、 前 記 第 １ の 爪 及 び 前 記 第 ２ の
爪 の 少 な く と も 一 方 は 開 位 置 と 閉 位 置 と の 間 を 他 方 に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 、 端 部 作 動 器
組 立 体 と 、
　 ｄ ） 前 記 チ ャ ン バ ー 内 の 最 後 方 の ク リ ッ プ に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た ク リ ッ プ 推 進 要
素 と 、
　 ｅ ） 基 端 部 、 及 び 少 な く と も １ つ の 前 記 爪 に 接 続 さ れ る 末 端 部 を 備 え 、 前 記 シ ャ フ ト 内
を 延 び る 少 な く と も １ つ の 可 撓 性 の 制 御 要 素 と 、
　 ｆ ） 前 記 シ ャ フ ト 、 前 記 ク リ ッ プ 推 進 要 素 、 及 び 前 記 少 な く と も １ つ の 制 御 要 素 の 前 記
基 端 部 に 接 続 さ れ る と と も に 、
　 　 （ ｉ ） 前 記 ク リ ッ プ 推 進 要 素 を 前 記 シ ャ フ ト に 対 し て 基 端 方 向 及 び 末 端 方 向 に 移 動 さ
せ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 　 （ ii） 複 数 の 前 記 爪 が 把 持 動 作 を す る よ う に 前 記 少 な く と も １ つ の 制 御 要 素 を 前 記 シ
ャ フ ト に 対 し て 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 、 ハ ン ド ル 組 立 体 と 、

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-518227 A 2005.6.23



を 有 す る 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 チ ャ ン バ ー 内 に 積 重 ね ら れ た 状 態 に 配 置 さ れ た 複 数 の ク リ ッ プ を さ ら に 有 し 、 各 々
の ク リ ッ プ が 隣 接 す る ク リ ッ プ に 係 合 し て い る 、 請 求 項 ５ ３ に 記 載 の 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付
器 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 内 視 鏡 装 置 に 使 用 さ れ る 外 科 用 端 部 作 動 器 組 立 体 で あ っ て 、
　 第 １ 及 び 第 ２ の 爪 を 有 し 、 該 爪 の 少 な く と も 一 方 は 開 位 置 と 閉 位 置 と の 間 を 他 方 に 対 し
て 回 転 可 能 で あ り 、 該 爪 の 各 々 は 長 手 方 向 の 溝 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 爪 は 末 端 ア ン ビ ル を 有
す る 、 外 科 用 端 部 作 動 器 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 第 １ の 爪 が 末 端 ア ン ビ ル を 有 す る 、 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の 外 科 用 端 部 作 動 器 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 互 い に 実 質 的 平 行 に 延 び る 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム を 備 え た ク リ ッ プ を さ ら に 有 し 、 該 第 １
及 び 第 ２ ア ー ム は 一 方 の 端 部 に て 互 い に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ ア ー ム は 該 第 ２ ア ー ム か ら 延
び て 該 第 ２ ア ー ム に 実 質 的 に 整 合 さ れ た 保 持 要 素 を 有 し 、
　 前 記 第 １ ア ー ム は 前 記 第 １ の 爪 の 前 記 溝 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ ア ー ム は 前 記 第 ２ の 爪 の
前 記 溝 に 配 置 さ れ 、 前 記 末 端 ア ン ビ ル は 前 記 第 １ ア ー ム に 向 け て 前 記 第 ２ ア ー ム の 前 記 保
持 要 素 を 曲 げ る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ ５ 又 は ５ ６ に 記 載 の 外 科 用 端 部 作 動 器 組 立 体
。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 末 端 ア ン ビ ル が 、 前 記 第 ２ ア ー ム の 前 記 保 持 要 素 を 前 記 第 １ ア ー ム の 辺 り に 曲 げ る
よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 外 科 用 端 部 作 動 器 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 第 １ ア ー ム が 、 該 第 １ ア ー ム か ら 延 び る 保 持 要 素 を 有 す る 、 請 求 項
５ ７ に 記 載 の 外 科 用 端 部 作 動 器 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 外 科 用 ク リ ッ プ 取 付 器 の た め の 端 部 作 動 器 組 立 体 で あ っ て 、
　 ａ ） 爪 取 付 け 部 と 、
　 ｂ ） 前 記 爪 取 付 け 部 に 取 付 け ら れ る 第 １ の 爪 と 、
　 ｃ ） 前 記 爪 取 付 け 部 に 取 付 け ら れ る 第 ２ の 爪 と を 有 し 、
　 前 記 爪 の 少 な く と も 一 方 は 、 前 記 爪 取 付 け 部 に 、 前 記 爪 の 他 方 に 対 し て 回 転 可 能 に 取 付
け ら れ 、
　 前 記 第 １ の 爪 は 、 前 記 第 ２ の 爪 に 向 か う 湾 曲 し た 末 端 ア ン ビ ル 及 び 第 １ の 把 持 面 を 有 し
、
　 前 記 第 ２ の 爪 は 第 ２ の 把 持 面 を 有 し 、
　 前 記 爪 の 少 な く と も 一 方 は 長 手 方 向 に 延 び る ク リ ッ プ 案 内 溝 を 有 し 、 該 ク リ ッ プ 案 内 溝
は 、 該 ク リ ッ プ 案 内 溝 を 有 す る 爪 の 把 持 面 に 対 し て 凹 ん で い る 、 端 部 作 動 器 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 第 １ の 爪 は 、 長 手 方 向 に 延 び る と と も に 前 記 第 １ の 把 持 面 に 対 し て 凹 ん だ ク リ ッ プ
案 内 溝 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 爪 は 、 長 手 方 向 に 延 び る と と も に 前 記 第 ２ の 把 持 面 に 対 し て 凹 ん だ ク リ ッ プ
案 内 溝 を 有 す る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の 端 部 作 動 器 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 第 １ の 把 持 面 は 第 １ の ク リ ッ プ 案 内 溝 に よ り 分 離 さ れ る ２ つ の 面 を 有 し 、 前 記 第 ２
の 把 持 面 は 第 ２ の ク リ ッ プ 案 内 溝 に よ り 分 離 さ れ る ２ つ の 面 を 有 す る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載
の 端 部 作 動 器 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 第 １ の 把 持 面 及 び 前 記 第 ２ の 把 持 面 が 複 数 の 歯 を 有 す る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の 端 部
作 動 器 組 立 体 。
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【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 歯 が 基 端 部 方 向 に 向 け ら れ る 、 請 求 項 ６ ３ に 記 載 の 端 部 作 動 器 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 広 く は 外 科 用 ク リ ッ プ に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 脈 管 、 血 管 若 し く は 他 の 組 織
の 締 着 及 び ／ 又 は 縫 合 、 組 織 の 固 定 、 又 は 組 織 へ の 異 物 の 取 付 け の た め の 外 科 用 ク リ ッ プ
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 外 科 用 ク リ ッ プ は 一 般 に は 、 脈 管 、 血 管 及 び 他 の 組 織 を 締 着 す る 力 を 付 与 す る た め に 使
用 さ れ る 。 さ ら に 、 外 科 用 ク リ ッ プ は 特 に は 、 縫 合 又 は ス テ ー プ リ ン グ （ stapling） が 困
難 な 部 位 に お い て 、 縫 合 又 は ス テ ー プ リ ン グ の 代 わ り に 出 血 を 制 御 す る と き に 使 用 さ れ る
。 し か し 、 あ る 環 境 下 で は 、 出 血 す る 組 織 は 滑 り や す く 、 取 付 け ら れ た ク リ ッ プ が そ の 組
織 か ら 滑 っ て 外 れ 、 必 要 な 締 着 力 が 失 わ れ る こ と が 頻 繁 に あ る 。 ク リ ッ プ が 、 そ の ク リ ッ
プ に よ り 完 全 に 囲 繞 さ れ る 大 き さ の 脈 管 で は な い 組 織 に 用 い ら れ る 場 合 は 、 特 に 問 題 で あ
る 。 例 え ば 、 潰 瘍 化 し た 胃 組 織 の 小 さ い 周 辺 部 分 の 辺 り に ク リ ッ プ を 固 定 す る こ と は 非 常
に 困 難 で あ り 、 故 に そ の よ う な 出 血 組 織 を ク リ ッ プ で 止 血 す る こ と は 困 難 で あ る 。 さ ら に
、 使 用 さ れ る ク リ ッ プ が 非 常 に 小 さ い と き は そ の 問 題 は 増 大 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ク リ ッ プ の 外 れ を 防 止 す る た め に 、 ク リ ッ プ 及 び ス テ ー プ ル を 組 合 わ せ た も の が Kuntz
等 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。 Kuntzの ク リ ッ プ は 、 一 方 の 端 部 が 組 織 を 貫 通 し 、 他
方 の 端 部 に あ る 目 に お い て 組 織 に 固 定 さ れ る 。 ク リ ッ プ が 組 織 を 貫 通 す る こ と に よ り 、 ク
リ ッ プ が 不 都 合 に 外 れ る 可 能 性 が 大 き く 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ２ ２ ， ８ ２ ３ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Kuntz等 の ク リ ッ プ は 優 れ た 手 段 で あ る が 、 と り わ け 内 視 鏡 に よ る 処 置 に お い て は 有 用
で な い 。 特 に 、 ク リ ッ プ の 性 質 及 び そ の 取 付 け 方 法 が 複 雑 で あ る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ を そ
の 取 付 器 が 要 求 す る 種 々 の 形 状 に な る よ う に 曲 げ る こ と を 容 易 に す る た め に 、 ク リ ッ プ は
目 （ 開 口 部 ） だ け で な く 少 な く と も ４ つ の 相 異 な る 幅 を 有 す る 部 分 を 備 え る 。 こ の 複 雑 な
ク リ ッ プ 構 造 は 、 可 撓 性 の 内 視 鏡 に よ る 処 置 に て 使 用 さ れ る ク リ ッ プ と し て は 実 用 的 で な
い 。 こ の 処 置 に お い て は 、 使 用 さ れ る ツ ー ル は 例 え ば ２ ～ ６ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ８ ～ ０ ． ２ ４ イ
ン チ ） の 非 常 に 小 さ い 直 径 で あ る 。 さ ら に 内 視 鏡 に よ る 処 置 に お い て は 、 複 数 の ク リ ッ プ
が ク リ ッ プ 取 付 器 を そ の 通 常 の 位 置 か ら 取 除 く こ と な く 適 用 可 能 で あ る こ と が 強 く 要 求 さ
れ る 。 し か し Kuntz等 の ク リ ッ プ 及 び 取 付 器 は 、 複 数 の ク リ ッ プ の 取 付 け に は 適 し て い な
い 。 Kuntz等 の ク リ ッ プ は 積 重 ね る こ と が で き ず 、 使 用 さ れ る 取 付 器 は 一 度 に １ つ の ク リ
ッ プ を 保 持 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 自 ら が 取 付 け ら れ た 組 織 へ の 固 定 が 維 持 さ れ る 外 科 用 ク リ ッ プ
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 自 ら が 取 付 け ら れ た 組 織 上 で の 固 定 を 維 持 す る た め に 、 組 織 を 貫
通 す る 外 科 用 ク リ ッ プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 低 侵 襲 性 手 術 （ minimally invasive surgery） に 使 用 さ れ る
よ う に 構 成 さ れ た 外 科 用 ク リ ッ プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 可 撓 性 の 内 視 鏡 装 置 に 適 用 可 能 な 外 科 用 ク リ ッ プ を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 人 体 の 開 口 部 （ port） を 通 し て 操 作 さ れ る 剛 性 の 装 置 と と も
に 使 用 可 能 な 外 科 用 ク リ ッ プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 開 放 手 術 （ open surgery） に 使 用 可 能 な 外 科 用 ク リ ッ プ を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 作 製 が 比 較 的 容 易 な 外 科 用 ク リ ッ プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 複 数 の ク リ ッ プ を 保 持 可 能 な 取 付 器 の 使 用 に 特 に 適 し た 外 科
用 ク リ ッ プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ ら の 目 的 に 従 い 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 外 科 用 ク リ ッ プ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の ア ー ム
と 、 そ れ ら の 間 の ブ リ ッ ジ 部 と を 備 え た 略 Ｕ 字 形 状 を 有 す る 。 第 １ ア ー ム は 、 好 ま し く は
１ つ 以 上 の 掴 み 部 を 有 す る 先 端 を 備 え 、 第 ２ ア ー ム は 延 び て 、 好 ま し く は 組 織 貫 通 端 部 及
び フ ッ ク を 有 す る 変 形 可 能 な 保 持 部 に な る 。 ク リ ッ プ は 取 付 け 中 は 、 圧 縮 さ れ た 組 織 の 上
に 押 付 け ら れ る 。 ク リ ッ プ が 組 織 上 に 押 付 け ら れ る と 、 第 ２ ア ー ム の 保 持 部 が 曲 げ ら れ て
組 織 を 貫 通 で き る よ う に な る 。 保 持 部 は 、 第 １ ア ー ム の 先 端 に 向 け て 十 分 に 曲 げ ら れ る 寸
法 で あ る こ と が 好 ま し く 、 そ れ に よ り 保 持 部 は 先 端 を 囲 繞 し 、 フ ッ ク が 掴 み 部 の １ つ に 係
合 す る 。 そ れ に よ り 、 ク リ ッ プ は 組 織 に 固 定 さ れ て ク リ ッ プ と 組 織 と の 分 離 が 防 止 さ れ る
。 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ク リ ッ プ は フ ッ ク も 掴 み 部 も 有 さ ず 、 保 持 部 が 単 純 に 曲 げ ら
れ て 組 織 を 貫 通 し 、 好 ま し く は 保 持 部 が 第 １ ア ー ム の 先 端 に 折 り 畳 ま れ て 、 ク リ ッ プ と 組
織 と の 分 離 が 防 止 さ れ る 。 さ ら な る 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ク リ ッ プ は 複 数 の 保 持 部 を
有 し 、 複 数 の 保 持 部 は 曲 が る こ と に よ り 、 組 織 又 は 組 織 辺 り へ の ク リ ッ プ の 固 定 を 補 助 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ は 、 取 付 器 の ク リ ッ プ チ ャ ン バ ー 内 に 複 数
の ク リ ッ プ を 積 重 ね る （ 又 は 連 結 す る ） こ と が 容 易 な 構 造 を 有 す る 。 こ の 構 造 は 、 ノ ッ チ
、 細 長 い 凹 部 及 び 内 側 部 分 を 有 す る 。 ノ ッ チ は 第 １ ア ー ム と ブ リ ッ ジ 部 と の 接 合 部 に あ り
、 他 の ク リ ッ プ の 第 １ ア ー ム の 先 端 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 細 長 い 凹 部 は 、 第 ２ ア
ー ム の 外 部 に 沿 い 、 他 の ク リ ッ プ の 第 ２ ア ー ム の 保 持 部 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 内
側 部 分 は 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム の 端 部 に あ り 、 他 の ク リ ッ プ の ブ リ ッ ジ 部 の 外 側 部 分 に 対
応 す る 。 第 ２ ア ー ム の 凹 部 は 、 ブ リ ッ ジ 部 に 隣 接 す る か 、 又 は 第 ２ ア ー ム の 後 部 と 保 持 部
と の 間 に 位 置 す る よ う に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 及 び 長 所 は 、 添 付 図 面 に 関 連 す る 詳 細 な 説 明 を 参 照 す る こ と に よ
っ て 当 業 者 に 明 ら か に な ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 す る と 、 外 科 用 ク リ ッ プ １ ０ は 第 １ ア ー ム １ ２ 、 第 ２ ア ー ム １ ４ 及
び そ れ ら の 間 の ブ リ ッ ジ 部 １ ６ を 有 し 、 第 １ 、 第 ２ ア ー ム 及 び ブ リ ッ ジ は 略 Ｕ 字 の 形 状 を
呈 す る 。 第 １ ア ー ム １ ２ は 端 部 ２ ０ を 有 し 、 第 ２ ア ー ム １ ４ は 延 び て 、 変 形 可 能 な 保 持 部
２ ２ に な り 、 保 持 部 ２ ２ は 好 ま し く は 組 織 貫 通 先 端 ２ ４ を 有 す る 。 ク リ ッ プ １ ０ は チ タ ン
、 チ タ ン 合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 タ ン タ ル 、 プ ラ チ ナ 、 他 の ｈ ｉ ｇ ｈ － Ｚ 材 料 （ 実 質 的 に 放
射 線 不 透 過 性 ） 、 ニ ッ ケ ル － チ タ ン 合 金 、 マ ル テ ン サ イ ト 合 金 、 又 は プ ラ ス チ ッ ク か ら な
る 単 一 部 材 か ら 作 製 可 能 で あ る が 、 他 の 適 当 な 生 体 適 合 性 材 料 も 使 用 可 能 で あ る 。 第 １ ア
ー ム １ ２ 及 び 第 ２ ア ー ム １ ４ は 実 質 的 に 平 行 に 延 び 、 ア ー ム 及 び ブ リ ッ ジ は 略 Ｕ 字 を 形 成
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す る 。 第 １ ア ー ム １ ２ 及 び 第 ２ ア ー ム １ ４ は 、 ブ リ ッ ジ 部 １ ６ と 同 様 に 比 較 的 堅 く 、 好 ま
し く は 使 用 中 に ア ー ム に か か る 力 の 範 囲 内 で 弾 性 変 形 し 、 一 方 保 持 部 ２ ２ は 、 以 降 に 簡 潔
に 述 べ る よ う に ク リ ッ プ 取 付 器 に よ り 比 較 的 容 易 に 塑 性 変 形 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 保 持 部 ２ ２ は 、 第 １ ア ー ム １ ２ と 第 ２ ア ー ム １ ４ と の 間 の 開 口 部 ２ ６ を 横 切 っ て 第 １ ア
ー ム １ ２ の 端 部 ２ ０ の 辺 り に 曲 げ ら れ る 寸 法 を 有 す る 。 保 持 部 は 、 ス テ ー プ ル の 高 さ （ 第
１ ア ー ム の 外 側 か ら 第 ２ ア ー ム の 外 側 ま で 測 定 ） の ０ ． ７ ～ ２ 倍 の 長 さ を 有 す る こ と が 好
ま し い 。 保 持 部 ２ ２ は 約 ０ ． ０ ０ ２ ～ ０ ． ０ ２ ０ イ ン チ の 好 適 な 厚 さ を 有 し 、 先 端 に 向 け
て 厚 さ が 減 少 す る よ う に テ ー パ を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 ア ー ム の 全 体 的 な 厚 さ は 、 ０ ．
０ ０ ２ ～ ０ ． ０ ８ ０ イ ン チ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ス テ ー プ ル の 全 体 的 な 幅 は 、 ０ ． ０ ０
５ ～ ０ ． １ ０ ０ イ ン チ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 適 な 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ ア ー ム １ ２ の 端 部 ２ ０ は 、 １ つ 以 上 の 掴 み 部 、 例
え ば 掴 み 部 ２ ８ 、 ２ ９ を 有 し 、 組 織 貫 通 先 端 ２ ４ は 、 掴 み 部 ２ ８ 、 ２ ９ に 係 合 す る よ う に
構 成 さ れ た フ ッ ク ３ ０ を 有 す る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ （ 別 個 の 同 様 の ク リ ッ プ に お け る 同 様 の 部 分 の 表 示 に は 添 字 が 使 用 さ れ る
） を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ １ ０ は 、 ク リ ッ プ 取 付 器 ３
４ （ 図 ４ ） の 末 端 部 ３ ５ の チ ャ ン バ ー ３ ３ 内 へ の 複 数 の ク リ ッ プ の 積 重 ね （ 又 は 連 結 ） を
容 易 に す る 構 造 を 有 す る 。 こ の 構 造 は 、 ノ ッ チ ３ ６ ａ 、 細 長 い 凹 部 ３ ８ ａ 及 び 内 側 部 分 ４
０ ｂ 、 ４ ２ ｂ を 有 す る 。 ノ ッ チ ３ ６ ａ は 第 １ ア ー ム １ ２ ａ と ブ リ ッ ジ 部 １ ６ ａ と の 接 合 部
に あ り 、 第 ２ の ク リ ッ プ １ ０ ｂ の 第 １ ア ー ム １ ２ ｂ の 端 部 ２ ０ ｂ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ
れ る 。 細 長 い 凹 部 ３ ８ ａ は 、 第 ２ ア ー ム １ ４ ａ の 外 部 に 沿 い 、 第 ２ の ク リ ッ プ １ ０ ｂ の 第
２ ア ー ム １ ４ ｂ の 保 持 部 ２ ２ ｂ の 先 端 ２ ４ ｂ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 内 側 部 分 ４ ０
ｂ 、 ４ ２ ｂ は 、 第 １ ア ー ム １ ２ ｂ 及 び 第 ２ ア ー ム １ ４ ｂ に 具 備 さ れ 、 第 １ ク リ ッ プ １ ０ ａ
の ブ リ ッ ジ 部 １ ６ ａ の 外 側 部 分 ４ ４ ａ に 対 応 す る 。 好 ま し く は 、 対 応 す る 内 側 部 分 ４ ０ ｂ
、 ４ ２ ｂ は 、 僅 か に 外 側 に 曲 が っ た 部 分 ４ ６ ｂ 、 ４ ８ ｂ （ す な わ ち 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム の
内 側 開 口 部 分 ） に よ り 規 定 さ れ る 。 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 凹 部 ３ ８ ａ は 、 第 ２ ア ー ム
１ ４ ａ の 後 部 ４ ９ ａ と 保 持 部 １ ２ ａ と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 す る と 、 ク リ ッ プ は 、 腹 腔 鏡 及 び 開 放 手 術 の 双 方 に お い て 剛 性 の 器
具 に 使 用 可 能 で あ る が 、 可 撓 性 の 内 視 鏡 式 ク リ ッ プ 取 付 器 で の 使 用 に 特 に 適 す る 。 そ の 理
由 は 、 ク リ ッ プ は そ の よ う な 低 侵 襲 性 処 置 に 必 要 な 小 さ い 寸 法 （ 例 え ば 、 第 １ 及 び 第 ２ ア
ー ム に わ た る ０ ． ０ ４ ～ ０ ． ０ ８ イ ン チ （ １ ～ ２ ｍ ｍ ） ） に 作 製 可 能 だ か ら で あ る 。 複 数
の ク リ ッ プ （ 例 え ば １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） は 、 使 用 前 に 、 上 述 の 積 重 ね ら れ た 状 態 で ク リ ッ プ
取 付 器 ３ ４ の チ ャ ン バ ー ３ ３ 内 に 配 置 さ れ る 。 取 付 け 中 は 、 図 ２ 、 図 ４ 及 び 図 ５ の よ う に
、 ク リ ッ プ 取 付 器 ３ ５ の 爪 ５ ２ 、 ５ ４ が 、 （ 第 １ ハ ン ド ル ５ ５ の 操 作 に よ っ て ） ク リ ッ プ
１ ０ ａ が 取 付 け ら れ る 組 織 ５ ０ の 辺 り を 把 持 す る 。 そ れ に よ り 組 織 は 圧 縮 さ れ る 。 爪 ５ ２
、 ５ ４ は 溝 ５ ６ 、 ５ ８ を 有 し 、 そ の 溝 に よ り ク リ ッ プ の ア ー ム １ ２ 、 １ ４ を 押 す こ と が で
き る 。 組 織 が 爪 に よ り 圧 縮 さ れ る に 伴 い 、 最 も 端 の ク リ ッ プ １ ０ ａ の ア ー ム １ ２ ａ 、 １ ４
ａ が 圧 縮 さ れ た 組 織 に 押 付 け ら れ る ま で 、 そ れ ぞ れ の ク リ ッ プ の 末 端 部 が チ ャ ン バ ー ３ ３
の 後 部 の ア ー ム ６ ０ （ 図 ３ ） を 用 い て 押 さ れ る 。 ア ー ム ６ ０ は 、 ク リ ッ プ 取 付 器 の 第 ２ ハ
ン ド ル ６ １ に よ っ て チ ャ ン バ ー ３ ３ に 対 し て 移 動 す る プ ッ シ ュ ワ イ ヤ （ pushwire） 、 コ イ
ル 、 チ ュ ー ブ 又 は 他 の 構 造 体 （ 図 示 せ ず ） に 取 付 け ら れ る （ 図 ５ ） 。 ク リ ッ プ １ ０ が 溝 ５
６ 、 ５ ８ を 通 っ て 組 織 ５ ０ の 上 に 押 付 け ら れ る と 、 第 ２ ア ー ム １ ４ の 保 持 部 ２ ２ が 爪 ５ ４
の 端 部 の ア ン ビ ル ６ ２ に 当 接 し 、 ア ン ビ ル ６ ２ は 保 持 部 を 第 １ ア ー ム の 端 部 ２ ０ の 方 向 に
曲 げ （ 塑 性 変 形 さ せ ） て 端 部 ２ ０ の 辺 り ま で （ 又 は 少 な く と も 隣 接 す る ま で ） 押 す 。 こ の
動 作 は 好 ま し く は 先 端 ２ ４ の フ ッ ク ３ ０ が 掴 み 部 （ 例 え ば 掴 み 部 ２ ８ ） に 係 合 す る ま で 行
わ れ 、 そ れ に よ り ク リ ッ プ が 組 織 ５ ０ に 固 定 さ れ る （ 図 ２ ） 。 全 体 と し て ク リ ッ プ の ア ー
ム 間 の 空 間 よ り 大 き い 組 織 部 分 に ク リ ッ プ が 用 い ら れ る 場 合 は 、 保 持 部 は ア ン ビ ル に よ り
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曲 げ ら れ た と き に 組 織 を 貫 通 す る こ と が で き る 。 ア ー ム １ ２ 、 １ ４ 及 び ブ リ ッ ジ １ ６ は 比
較 的 堅 い の で 、 ア ー ム 及 び ブ リ ッ ジ は 自 ら の 形 態 を 維 持 し 、 組 織 へ の 取 付 け 中 に 塑 性 変 形
し な い 。 す な わ ち 、 ア ー ム 間 の ク リ ッ プ の 拡 張 は 最 小 限 か つ 弾 性 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 あ る ク リ ッ プ が 配 置 さ れ た 後 は 、 チ ャ ン バ ー 内 の 他 の ク リ ッ プ は 好 ま し く は チ ャ ン バ ー
内 に 引 き 戻 さ れ て 、 ク リ ッ プ 取 付 器 が 次 の ク リ ッ プ 取 付 け に 備 え て リ セ ッ ト さ れ る 。 ク リ
ッ プ の 凹 部 ３ ８ の 構 造 に よ り 、 ク リ ッ プ の 基 部 が ア ー ム ６ ０ の 保 持 部 分 ６ ４ に よ っ て チ ャ
ン バ ー 内 に 係 合 し 、 ク リ ッ プ が 動 か さ れ る （ 図 ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る 第 ２ の 実 施 形 態 の 外 科 用 ク リ ッ プ １ １ ０ （ 同 様 の 部 分 は １ ０ ０ を 加 え た
参 照 符 号 を 有 す る ） は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 実 質 的 に 類 似 す る 。 ク リ ッ プ １ １ ０ の 第 １ ア ー
ム １ １ ２ の 端 部 １ ２ ０ は 、 掴 み 部 と 定 め ら れ る も の を 有 さ な い が 、 外 側 に 延 び る 。 従 っ て
保 持 部 １ ２ ２ の 先 端 １ ２ ４ は フ ッ ク を 有 さ な い が 、 好 ま し く は 拡 大 さ れ る 。 保 持 部 １ ２ ２
は 第 １ ア ー ム の 端 部 の 辺 り に 曲 げ ら れ 、 拡 大 さ れ た 先 端 １ ２ ４ は 外 側 に 延 び る 端 部 １ ２ ０
の 背 部 に 当 接 す る 。 保 持 部 １ ２ ２ が 第 １ ア ー ム １ １ ２ の 端 部 の 上 に 曲 げ ら れ 又 は 折 り 重 ね
ら れ た と き は 、 ク リ ッ プ を そ の 閉 じ た 形 状 か ら 直 線 状 に す る （ す な わ ち 塑 性 変 形 さ せ る ）
た め に は 、 （ 比 較 的 小 さ い ク リ ッ プ に 対 し て は ） 約 ０ ． ３ ～ １ ． ０ ｌ ｂ の 力 が 必 要 で あ る
。 さ ら に 、 ブ リ ッ ジ 部 １ １ ６ に 隣 接 す る よ う に 設 け ら れ た 第 ２ ア ー ム の 凹 部 １ ３ ８ は 、 同
様 の 複 数 の ク リ ッ プ の 積 重 ね を 可 能 に す る 。 こ の よ う に 設 け ら れ た 凹 部 １ ３ ８ に よ り 、 ク
リ ッ プ 取 付 器 の 機 構 （ 図 示 せ ず ） は 、 チ ャ ン バ ー 内 の ク リ ッ プ 又 は ク リ ッ プ を 積 重 ね た も
の の 末 端 に 力 を 加 え る が 、 ク リ ッ プ 又 は そ れ ら を 積 重 ね た も の の 基 部 の 移 動 を 凹 部 の 係 合
に よ っ て 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る 第 ３ の 実 施 形 態 の 外 科 用 ク リ ッ プ ２ １ ０ （ 同 様 の 部 分 は ２ ０ ０ を 加 え た
参 照 符 号 を 有 す る ） は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 実 質 的 に 類 似 す る 。 保 持 部 ２ ２ ２ の 先 端 ２ ２ ４
は 、 拡 大 部 分 を 有 さ な い が 、 ク リ ッ プ を 組 織 に 固 定 す る た め に 、 部 分 的 に 曲 げ ら れ て 組 織
を 貫 通 し 、 さ ら に 第 １ ア ー ム ２ １ ２ の 端 部 ２ ２ ０ の 実 質 的 直 近 ま で 曲 げ ら れ る よ う に 構 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ０ に 示 さ れ る 第 ４ の 実 施 形 態 の 外 科 用 ク リ ッ プ ３ １ ０ （ 同 様 の 部 分 は ３ ０ ０
を 加 え た 参 照 符 号 を 有 す る ） は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 実 質 的 に 類 似 す る 。 ク リ ッ プ ３ １ ０ は
、 前 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 第 １ ア ー ム ３ １ ２ 、 第 ２ ア ー ム ３ １ ４ 及 び ブ リ ッ ジ ３ １ ６ を
有 す る 。 第 １ ア ー ム ３ １ ２ は 、 掴 み 部 ３ ２ ８ ａ 及 び 保 持 部 ３ ２ ２ ａ の 双 方 を 有 す る 。 第 ２
ア ー ム ３ １ ４ も 、 掴 み 部 ３ ２ ８ ｂ 及 び 保 持 部 ３ ２ ２ ｂ の 双 方 を 有 す る 。 保 持 部 及 び 掴 み 部
は ず ら し て （ オ フ セ ッ ト ） 配 置 さ れ 、 そ れ に よ り 保 持 部 ３ ２ ２ ａ は 掴 み 部 ３ ２ ８ ｂ に 向 け
て 曲 げ ら れ て フ ッ ク ３ ３ ０ ａ が 掴 み 部 に 係 合 す る こ と が で き 、 か つ 保 持 部 ３ ２ ２ ｂ は 掴 み
部 ３ ２ ８ ａ に 向 け て 曲 げ ら れ て 同 様 の 係 合 を す る こ と が で き る 。 図 示 さ れ る 掴 み 部 ３ ２ ８
ａ 及 び ３ ２ ８ ｂ は 、 そ れ ぞ れ が ３ つ の 掴 み 部 ３ ７ １ ａ 、 ３ ７ ２ ａ 、 ３ ７ ３ ａ 及 び ３ ７ １ ｂ
、 ３ ７ ２ ｂ 、 ３ ７ ３ ｂ を 有 す る 。 複 数 の 掴 み 部 に よ り 、 相 異 な る 位 置 で の 固 定 閉 鎖 が 可 能
に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な ク リ ッ プ は 、 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ と 同 様 の 方 法 で 配 置 さ れ る が 、 ク リ
ッ プ 取 付 器 の 爪 組 立 体 は 、 双 方 の 爪 の 端 部 に ア ン ビ ル （ 図 示 せ ず ） を 有 し 、 そ れ に よ り 保
持 部 ３ ２ ２ ａ 、 ３ ２ ２ ｂ の 曲 げ 及 び 折 り 重 ね が 可 能 に な る 。 こ の よ う に し て 、 保 持 部 の 端
部 の フ ッ ク ３ ３ ０ ａ 、 ３ ３ ０ ｂ は 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う に 掴 み 部 ３ ２ ８ ａ 、
３ ２ ８ ｂ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ク リ ッ プ は 組 織 を 貫 通 す る よ う に 構 成 さ れ た も の と し て 説 明 さ れ て い る が 、 ク リ ッ プ を
脈 管 、 血 管 又 は 他 の 管 若 し く は 組 織 に 取 付 け る こ と も 可 能 で あ る 。 ク リ ッ プ は そ れ ら の 管
又 は 組 織 を 完 全 に 囲 繞 し て 把 持 す る が 、 貫 通 は し な い 。 そ の よ う な 使 用 に お い て は 、 ク リ
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ッ プ の 把 持 力 に よ っ て ク リ ッ プ が 組 織 上 に 保 持 さ れ る 。 さ ら に ク リ ッ プ は 、 第 １ の 組 織 を
把 持 し 、 第 ２ の 組 織 を 貫 通 し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 組 織 を 互 い に 固 定 す る （ 例 え ば 縫 合 に お
い て ） よ う に 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に ク リ ッ プ は 、 組 織 へ の 異 物 の 取 付 け に 使 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 外 科 用 ク リ ッ プ の い く つ か の 実 施 形 態 及 び そ れ ら の 使 用 方 法 が 説 明 さ れ 図 示 さ れ た 。 本
発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 が 説 明 さ れ て い る が 、 本 発 明 は そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本
発 明 は そ の 技 術 分 野 に て 許 容 さ れ る 範 囲 ま で 広 く 含 む も の で あ り 、 ま た 明 細 書 も そ の よ う
に 解 さ れ る か ら で あ る 。 従 っ て ク リ ッ プ は 、 可 撓 性 の 内 視 鏡 に 必 要 な 小 さ い 寸 法 に 作 製 す
る の に 特 に 適 し て い る が 、 他 の 寸 法 に も 作 製 可 能 で あ る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 さ ら に 、 あ
る 実 施 形 態 に お い て は 保 持 部 先 端 が フ ッ ク を 有 し か つ 第 １ ア ー ム の 端 部 が 掴 み 部 を 有 す る
が 、 保 持 部 先 端 が 掴 み 部 を 有 し か つ 第 １ ア ー ム が フ ッ ク を 有 し て も よ い こ と が 理 解 さ れ よ
う 。 さ ら に 、 他 の 係 合 手 段 も 使 用 可 能 で あ る 。 ２ つ よ り 多 い 保 持 部 を 有 し 、 好 ま し く は ２
つ よ り 多 い 掴 み 部 を 有 す る 他 の ク リ ッ プ 形 状 も 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 保 持 部 及 び 掴 み 部
は 同 じ ア ー ム に 設 け ら れ て も よ く 、 ま た 択 一 的 に 、 全 て の 保 持 部 が 一 方 の ア ー ム に 設 け ら
れ 、 全 て の 掴 み 部 が 他 方 の ア ー ム に 設 け ら れ て も よ い 。 さ ら に 、 複 数 の 保 持 部 を 有 す る 実
施 形 態 に お い て は 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 実 施 形 態 に 関 し て 述 べ た よ う に 、 掴 み 部 を 有 す る 必 要
は な い 。 従 っ て 当 業 者 に は 、 特 許 請 求 の 範 囲 及 び 本 発 明 の 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 他 の
修 正 が 可 能 で あ る こ と が 理 解 で き よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 １ の 実 施 形 態 の 、 使 用 前 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 １ の 実 施 形 態 の 、 組 織 に 固 定 さ れ た 状 態 の 側 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 積 重 ね ら れ た 複 数 の 外 科 用 ク リ ッ プ の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 外 科 用 ク リ ッ プ を 組 織 に 取 付 け る た め の 、 可 撓 性 の 内 視 鏡 式 ク リ ッ プ 取
付 器 の 分 解 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の ク リ ッ プ 取 付 器 の 末 端 部 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 ２ の 実 施 形 態 の 、 使 用 前 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 ３ の 実 施 形 態 の 、 使 用 前 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 ４ の 実 施 形 態 の 、 使 用 前 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 ４ の 実 施 形 態 の 、 使 用 前 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 ４ の 実 施 形 態 の 、 使 用 前 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 ４ の 実 施 形 態 の 、 使 用 後 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る 外 科 用 ク リ ッ プ の 第 ４ の 実 施 形 態 の 、 使 用 後 の 上 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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